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１．研究計画の概要 

 本研究は、デュルケーム、ユベール、モー
スらの共同作業に基づく社会学年報学派の
宗教研究の全体像を明らかにし、その宗教学
史的意義を再検討することを目的としてい
る。この目的達成のために、 

(1) l’Institut Mémoires de l’édition contem- 

poraine (IMEC)の Fonds Mauss に所蔵されて
いるモース宛ての書簡や草稿など、一次資料
を分析・検討する。 

(2)ユベールとモースの共同作業によって刊
行された著作、とりわけ「供犠の本質と機能
に関する試論」（1899 年、以後「供犠論」と
略記）ならびに「呪術の一般理論素描」（1904

年、以後「呪術論」と略記）を、関連する他
の論文・書評等も視野に収めつつ、精細に検
討し、その生成過程を具体的に解明する。 

(3)併せて当時の宗教学史的な時代背景や影
響関係、さらには社会的・文化的コンテクス
トも考慮に入れながら、社会学年報学派の宗
教研究における共同作業の内実を解明し、そ
の全体像を提示する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)ここまでの 3 年間、毎年 IMEC での文献調
査を実施し、Fonds Mauss の一次資料――「供
犠論」の草稿、フレーザー、シルヴァン＝レ
ヴィ、ユベールらによるモース宛書簡等――

の分析に、着実な成果を上げている。 

(2)「供犠論」の生成過程に関しては、数種類
の論文草稿、ユベールの書簡、デュルケーム
の書簡等の分析に基づき、デュルケーム、ユ
ベール、モース三者による「隠された共同作
業」の内実を、かなり詳細に解明することが
できた。当初、デュルケームの発生論的視点
から開始された共同研究は、やがて三者の共

同作業のなかで、共時的かつ構造論的視点を
芽生えさせていく。それは、以後の学派に共
通する宗教研究の基本的方向性となるのだ
が、さらにデュルケームには、儀礼が社会活
性化の機能を果たすという、新たな発想をも
たらすことになる。要するに、「供犠論」の
「困難で混沌とした生成」は、ユベールとモ
ースによる宗教研究の出発点であると同時
に、デュルケームの宗教研究の転回点でもあ
った。この間の事情は、とりわけ「供犠論」
の結論部分に暗黙のうちに示されている。 

(3)このような研究成果の一端は、論文⑤や学
会発表②・④などで公表している。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

(1)「２．研究の進捗状況」でも触れたように、
デュルケーム、ユベール、モースの共同作業
の内実の一端を明らかにすることができ、
「供犠論」の生成過程について、従来の内外
の研究には見られない、きわめてオリジナル
な解釈を打ち出すことができた。 

(2)フレーザーやシルヴァン＝レヴィなど、学
派外の研究者からの影響関係についても検
討を加えることができた。 

(3)以上のような宗教学の理論的ないしは思
想的前提の考察を通じて、宗教研究の方法論
的枠組みの反省を深化させ、これに基づいて、
さまざまな次元における現実の宗教現象の
実証的研究をいっそう深く展開することが
可能となった。 

 

４．今後の研究の推進方策 
(1)引き続き、Fonds Mauss の一次資料の発
掘・分析を通じ、当時の社会的・思想的なコ
ンテクストも考慮しながら、「供犠論」成立
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の背景をいっそう深く探るとともに、学派に
よるトーテミズム理解の変遷を解明し、さら
に「呪術論」の生成過程へと分析を進めたい。 
(2)新たな宗教学史的問題として、このような
社会学年報学派による宗教研究の視角が、日
本の宗教学的・人類学的宗教研究の成立にど
のような影響を及ぼしたのか、デュルケーム
『宗教生活の基本形態』を翻訳した古野清人、
モースに直接師事した松平斉光――帰国後
祭礼研究に一時没頭した――や山田吉彦―
―モース『贈与論』を翻訳し、独自の「部落
論」を展開した――らの業績を分析・検討す
ることによって解明したい。その作業は、社
会学年報学派による宗教研究の宗教学史的
意義の探求という、本研究の目的達成をいっ
そう深化させるものとなるだろう。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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